
進
出
に
よ
る
事
業
領
域
の
多
角
化
に
よ
り
経
営
基
盤

が
強
化
さ
れ
安
定
し
た
経
営
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
目

指
し
ま
す
。

海
外
展
開
に
よ
る
効
果
は
数
年
先
⋮

だ
か
ら
こ
そ
今
打
つ
べ
き
対
策

こ
れ
ら
日
本
企
業
の
海
外
展
開
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
た
め
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
次
の
６
つ
を
挙
げ

て
い
ま
す
。

❶
各
地
域
・
国
ご
と
に
イ
ン
フ
ラ
海
外
展
開
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
整
理
・
明
確
化
。
こ
れ
に
基
づ
き
対
象
国
に

対
し
て
、
よ
り
効
果
的
な
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
も
含
め
、

事
業
の
川
上
か
ら
の
戦
略
的
な
働
き
か
け
を
行
う
。

❷
情
報
通
信
分
野
の
活
用
に
よ
り
、
輸
送
サ
ー
ビ
ス

や
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
の
さ
ら
な
る
効
率
化
、
高

度
化
な
ど
が
図
ら
れ
る
中
、
Ｉｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
セ
ン

サ
ー
な
ど
の
情
報
通
信
技
術

の
進
展
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の

活
用
な
ど
、
新
た
な
技
術
の

特集

生産性革命元年
未来を切り拓き、さらなる経済成長へ

平成27年11月，石井大臣と米国のフォックス運輸長
官が山梨県都留市にある山梨リニア実験線において
超電導リニアに試乗。米国へのリニア導入の働きかけ
を行った。

平成27年10月、インド国際鉄道機器展示
会内で日本鉄道セミナーを開催。山本国土
交通副大臣がスレッシュ・プラブ－鉄道大臣
と会談し、新幹線システムについて説明。

インド ムンバイ～アーメダバード間（約505km）

高速鉄道の整備計画
平成25年5月、ムンバイ・アーメダバード路線について日印共同調

査を実施することで合意。平成27年12月インドにおける最初の高速
鉄道路線への新幹線システム導入に関する協力覚書に署名。今後日印
間の合同委員会の下で、円借款供与条件等の詳細について協議を実
施していく。

展
開
を
取
り
込
む
。

❸
中
小
企
業
等
の
中
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
海
外
展
開
に
関

す
る
優
れ
た
技
術
を
有
し
、海
外
展
開
を
希
望
す
る

企
業
が
相
当
数
存
在
す
る
が
、
大
企
業
と
は
違
い

中
小
企
業
に
と
っ
て
海
外
展
開
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く

中
々
進
出
に
至
ら
な
い
の
で
、海
外
展
開
が
実
現
す

る
ま
で
の
支
援
を
強
化
。

❹
高
い
技
術
力
や
維
持
管
理
段
階
ま
で
含
め
て
費
用

対
効
果
が
優
れ
、
か
つ
使
い
や
す
く
て
長
寿
命
で
あ

る
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
だ
け
で
は
な
く
、
相
手
国
の

制
度
構
築
支
援
や
人
材
育
成
支
援
な
ど
ソ
フ
ト
面

で
の
支
援
も
併
せ
て
行
う
と
い
う
、
わ
が
国
の
強
み

を
生
か
し
た
全
体
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
を
行
う
こ
と
。

❺
わ
が
国
の
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、品
質
な
ど
は
高
い

レ
ベ
ル
に
あ
る
が
、
建
設
コ
ス
ト
が
高
く
、
事
業
実

施
に
至
る
ス
ピ
ー
ド
が
遅
い
と
の
指
摘
も
見
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
、
価
格
や
対
応
ス
ピ
ー
ド
に
お
け
る
競
争

力
の
向
上
に
向
け
、関
係
省
庁
と
連
携
し
、円
借
款

の
さ
ら
な
る
迅
速
化
な
ど
の
制
度
改
善
を
最
大
限

活
用
し
て
い
く
こ
と
。

❻
海
外
展
開
を
希
望
す
る
中
小
企
業
等
に
つ
い
て
、

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
と
併
せ
た
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ

や
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ（
海
外
交
通
・
都
市
開
発
事
業
支
援
機

構
）の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
海
外
進
出
を
積
極

的
に
支
援
す
る
こ
と
。

イ
ン
フ
ラ
海
外
展
開
の
効
果
が
現
れ
る
の
は
数
年

先
の
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
今
、
強
靱
な
国

土
交
通
産
業
の
成
長
軌
道
を
開
く
た
め
、
積
極
的
に

海
外
市
場
の
開
拓
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ハード面の整備だけではなく、人
材育成支援等のソフト面の取り
組みも行うのは日本ならではの
特長。今後も相手国の事情に合
わせて制度構築支援や人材育
成支援を強化していく。

アーメダバード
（560万人）

デリー
（100万人）

ムンバイ
（1,200 万人）

ハウラー･コルカタ
（560万人）

チェンナイ
（470万人）

バンガロール
（840万人）

ハイデラバード
（680万人）

インドにおける高速鉄道構想

※（　）内は2011年の人口
　（出典：インド国勢調査）
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わ
が
国
が
直
面
し
て
い
る
人
口
減
少
問
題
は
、消
費

需
要
を
中
心
と
す
る
国
内
市
場
の
縮
小
要
因
と
も
な

り
、
経
済
成
長
を
阻
害
す
る
懸
念
が
あ
り
ま
す
。
現

在
、
国
内
に
は
復
興
需
要
や
東
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リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
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に
向
け
て
の
需
要
も
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
後
も
持
続
的
に
発
展
す
る
経
済
の
仕
組
み
を
持
た

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
海
外
に
目
を
転
じ
る
と
、
ア
ジ
ア
を
中
心

に
、
ま
ち
づ
く
り
や
空
港
、
鉄
道
、
高
速
道
路
な
ど
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
こ
れ
か
ら
行
う
予
定
の
国
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
試
算
す
る
と
、
今
後
18
年
間
で
60
億

ド
ル
弱
の
需
要
が
見
込
ま
れ
る
非
常
に
大
き
な
市
場

で
す
。
そ
れ
ら
の
事
業
を
日
本
企
業
が
受
注
す
る
こ
と

で
、
需
要
の
維
持
、
ま
た
経
済
成
長
も
可
能
に
な
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
国
土
交
通
省
で
は
、国
土
交
通
分
野
に
お
け

る
イ
ン
フ
ラ
海
外
展
開
の
行
動
計
画
で
あ
る「
国
土
交

通
省
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
海
外
展
開
行
動
計
画
」を
策

定
。
Ｉｏ
Ｔ
な
ど
の
未
来
型
新
技
術
を
活
用
し
た
市
場

の
開
拓
を
含
め
、
海
外
の
旺
盛
な
イ
ン
フ
ラ
需
要
を
積

極
的
に
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、
日
本
企
業
の
体
質
の

強
化
、
価
格
競
争
力・生
産
性
の
強
化
を
図
り
、
成
長

循
環
型
の「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
」の
海
外
展
開
を
強
力

に
推
進
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

海
外
で
の
先
行
事
例
を

国
内
産
業
で
生
か
す

「
ブ
ー
メ
ラ
ン
効
果
」を
期
待

政
府
目
標
は
、日
本
企
業
が
２
０
２
０
年
に
約
30
兆

円（
２
０
１
０
年
約
10
兆
円
）の
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
を

受
注
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
着
実
に

達
成
す
る
た
め
、
企
業
が
目
指
す
べ
き
具
体
的
な
方
向

性
と
し
て
、
❶
Ｉｏ
Ｔ
な
ど
の
未
来
型
新
技
術
を
活
用

し
た
市
場
の
開
拓 

❷
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
に
よ
る
企
業

体
質
の
強
化	

❸
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
の
発
揮
に
よ
る

価
格
競
争
力
、
生
産
性
の

強
化
の
３
つ
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

未
来
型
新
技
術
を
活

用
し
た
市
場
の
開
拓
で
は
、

国
内
・
海
外
の
境
な
く
新

技
術
を
展
開
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、そ
の
技
術
を
今
度

は
国
内
事
業
に
取
り
込
み
効
率
化
を
図
る「
ブ
ー
メ
ラ

ン
効
果
」が
期
待
さ
れ
ま
す
。
株
式
会
社
日
立
製
作
所

が
英
国
よ
り
受
注
し
た
鉄
道
車
両
の
ス
マ
ー
ト
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
シ
ス
テ
ム
は
、そ
の
先
駆
け
と
も
い
え
ま
す
。
鉄

道
車
両
と
生
産
拠
点
に
Ｉｏ
Ｔ
技
術
を
導
入
し
た
そ
の

シ
ス
テ
ム
で
は
、
車
両
走
行
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
生
産

拠
点（
現
地
）へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
、解
析
を
行
う
こ
と
で

離
れ
た
工
場
な
ど
で
も
状
況
把
握
が
可
能
と
な
り
、
車

両
生
産
・
保
守
体
制
の
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
外
に
お
い
て
国
内
よ
り
も
厳
し
い
受
注
競

争
環
境
に
揉
ま
れ
る
こ
と
は
、
可
能
な
限
り
の
コ
ス
ト

縮
減
を
図
る
こ
と
に
も
な
り
、
企
業
体
質
・
生
産
性
の

強
化
へ
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
そ
の
例
と
し
て
、

日
立
に
よ
る
イ
タ
リ
ア
企
業
の
買
収
、
鹿
島
建
設
株
式

会
社
に
よ
る
豪
州
企
業
の
買
収
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
国

内
企
業
だ
け
で
事
業
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
他
国
企

業
の
基
盤
を
有
す
る
こ
と
で
、
強
固
な
事
業
基
盤
を
築

き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
に
も
打
ち
勝
つ
も
の
と
な
る
で

し
ょ
う
。

さ
ら
に
海
外
市
場
と
い
う
新
市
場
へ
供
給
を
拡
大
す

る
こ
と
で
単
価
の
引
き
下
げ
が
実
現
さ
れ
た
り
、
海
外

イ
ン
フ
ラ
海
外
展
開
に
よ
る

新
た
な
需
要
の
創
造
・
市
場
の
開
拓

未来型

年別インフラ需要推計グラフ

日立による鉄道車両のスマートメンテナンス

（出典：McKinsey	Global	Institute）
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